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農
林
水
産
省
は
、
主
食
用
米
の
民
間
在
庫
が
過
去
最
大
に
膨
れ
上
が
る
一
方

で
、
加
工
用
米
や
飼
料
用
米
な
ど
の
非
主
食
用
米
に
つ
い
て
は
最
大
で
41
万
ト
ン

足
り
て
い
な
い
と
し
、
増
産
を
促
す
考
え
を
示
し
た
。
27
年
度
か
ら
非
主
食
用
米

を
含
む
水
田
政
策
が
見
直
さ
れ
る
が
、
新
た
な
支
援
内
容
が
適
正
な
生
産
量
や
継

続
営
農
に
つ
な
が
る
か
、
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。

1
月
末
現
在
の
作
付
意

意
向
調
査
の
結
果
に
基
づ

い
た
試
算
に
よ
る
と
、
加

工
用
米
と
米
粉
用
米
は
約

4
万
ト
ン
、
新
市
場

開
拓
用
米
は
2
〜
4

万
ト
ン
、
備
蓄
米
は

約
13
万
ト
ン
、
飼
料

用
米
は
6
〜
16
万
ト

ン
、
そ
れ
ぞ
れ
不
足

す
る
可
能
性
が
あ

る
。
こ
れ
を
面
積
換

算
す
る
と
、
加
工
用

米
と
米
粉
用
米
が

0
・
7
万
㌶
、
新
市

場
開
拓
用
米
が
最
大

0
・
7
万
㌶
、備
蓄
米

が
2
・
4
万
㌶
、
飼

料
用
米
が
最
大
2
・

7
万
㌶
に
な
る
。

一
方
、
26
年
3
月
末
現

在
に
お
け
る
主
食
用
米
の

全
国
の
民
間
在
庫
は
、
前

年
同
月
比
94
万
ト
ン
増
の

2
7
7
万
玄
米
ト
ン
。
適

正
水
準
と
さ
れ
る
2
0
0

万
ト
ン
を
大
幅
に
上
回
っ

て
い
る
。

▽
27
年
度
か
ら
水
田
政
策

は
生
産
性
向
上
を
支
援
要

件
に農

林
水
産
省
は
、
2
0

2
7
年
度
か
ら
水
田
政
策

を
大
幅
に
見
直
し
、
水
田

活
用
の
支
払
交
付
金
を
生

産
性
向
上
へ
の
取
り
組
み

支
援
に
改
め
る
。

現
行
で
は
対
象
が
水
田

の
み
だ
っ
た
が
、
畑
も
対

象
に
加
え
る
。
ま
た
、
定

額
で
面
積
に
応
じ
て
い
る

交
付
を
、
見
直
し
後
は
10

㌃
当
た
り
収
量
に
応
じ
た

単
価
で
面
積
に
応
じ
て
の

支
払
い
に
変
更
し
、
地
域

の
平
均
収
量
を
一
定
以
上

下
回
る
場
合
は
交
付
対
象

外
と
な
る
。

加
工
用
米
や
米
粉
用
米

な
ど
非
主
食
用
米
へ
の
支

援
も
生
産
性
向
上
が
ポ
イ

ン
ト
で
、
高
温
耐
性
品
種

や
効
率
的
な
施
肥
な
ど
が

要
件
と
な
る
。
交
付
単
価

は
収
量
に
応
じ
用
途
を
問

わ
ず
一
律
に
な
る
が
、
米

粉
用
米
と
飼
料
用
米
に
は

上
乗
せ
措
置
が
用
意
さ
れ

る
。
さ
ら
に
、
直
播
や
再

生
二
期
作
な
ど
に
も
単
価

が
上
乗
せ
さ
れ
る
。
ま

た
、
業
務
用
米
を
支
援
対

象
に
追
加
す
る
。

交
付
単
価
の
基
本
と
な

る
収
量
に
つ
い
て
は
、
地

形
や
気
候
な
ど
に
地
域
差

が
あ
る
こ
と
に
配
慮
し
、

「
作
柄
表
示
地
帯
」
を
作

成
し
格
差
を
是
呈
す
る
。

▽
飼
料
用
米
支
援
は
耕
畜

連
携
を
重
視

飼
料
用
米
に
は
上
乗
せ

措
置
が
用
意
さ
れ
る
が
、

上
乗
せ
対
象
に
な
る
に

は
、
畜
産
農
家
な
ど
実
需

者
と
複
数
年
契
約
を
結
ぶ

な
ど
一
定
量
を
数
年
間
生

産
す
る
な
ど
が
条
件
と
な

る
。
飼
料
用
米
の
生
産
が

主
食
用
米
の
需
給
状
況
に

左
右
さ
れ
や
す
く
、
25
年

度
は
大
幅
に
生
産
量
が
減

っ
た
こ
と
が
背
景
に
あ

る
。今

回
示
さ
れ
た
飼
料
用

米
の
需
要
見
込
み
30
〜
40

万
ト
ン
は
、
国
産
米
を
利

用
し
て
畜
産
物
の
差
別
化

を
図
っ
て
い
る
畜
産
農
家

の
需
要
見
込
み
。
新
た
な

基
本
計
画
で
は
飼
料
用
米

の
生
産
量
目
標
は
示
さ
れ

て
い
な
い
が
、
2
0
2
0

年
か
ら
の
前
基
本
計
画
で

は
30
年
に
70
万
ト
ン
と
す

る
目
標
を
掲
げ
、
22
年
に

は
目
標
を
上
回
り
80
万
ト

ン
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
一
般
品
種
へ

の
支
援
単
価
引
き
下
げ
と

主
食
用
米
の
価
格
上
昇
で

25
年
の
生
産
量
は
25
万
ト

ン
ま
で
減
少
し
た
が
、
飼

料
用
米
全
体
の
需
要
は
1

0
0
万
ト
ン
程
度
と
い
わ

れ
て
い
る
。

24
年
度
の
飼
料
用
米
な

ど
濃
厚
飼
料
の
自
給
率
は

わ
ず
か
13
％
に
と
ど
ま

る
。
国
産
に
こ
だ
わ
る
畜

産
農
家
に
支
援
を
絞
り
込

む
こ
と
が
自
給
率
向
上
・

需
要
に
応
じ
た
生
産
に
つ

な
が
る
か
、
新
政
策
の
支

援
水
準
が
注
目
さ
れ
る
。

経
済
産
業
省
は
4
月
20

日
、
三
菱
マ
ヒ
ン
ド
ラ
農

機
の
農
業
用
機
械
事
業
か

ら
の
撤
退
に
よ
り
影
響
を

受
け
る
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
を
対
象
に
、
資

金
繰
り
支
援
策
と
し
て
、

「
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保

証
2
号
」
を
発
動
し
た
。

三
菱
マ
ヒ
ン
ド
ラ
農
機
株

式
会
社
、
リ
ョ
ー
ノ
ー
フ

ァ
ク
ト
リ
ー
株
式
会
社
又

は
三
菱
農
機
販
売
株
式
会

社
と
直
接
的
に
一
定
程
度

の
取
引
を
行
っ
て
お
り
、

一
定
の
売
上
高
等
が
減
少

す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
が
対
象
。

一
般
保
証
と
は
別
枠
の

限
度
額
2
・
8
億
円
で
、

民
間
金
融
機
関
に
よ
る
融

資
額
の
1
0
0
％
を
保
証

す
る
。

水
田
作
物
生
産
バ
ラ
ン
ス
に
懸
念

主
食
用
米
の
民
間
在
庫
は
過
去
最
大
／

非
主
食
用
米
は
最
大
で
41
万
ト
ン
不
足
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こ
れ
ま
で
も
、
基
本
的

に
は
機
体
・
操
縦
者
・
飛

行
場
所
・
飛
行
方
法
に
変

更
が
な
け
れ
ば
、
年
1
回

の
申
請
で
1
年
間
の
散
布

が
可
能
だ
っ
た
が
、
今
後

は
要
件
を
満
た
せ
ば
申
請

自
体
が
不
要
と
な
る
。
す

で
に
3
月
23
日
か
ら
施
行

さ
れ
て
い
る
。

承
認
不
要
の
対
象
と
な

る
に
は
様
々
な
要
件
が
あ

り
、
第
一
種
又
は
第
二
種

の
機
体
認
証
を
受
け
た
機

体
で
あ
る
こ
と
、
操
縦
士

が
一
等
又
は
二
等
無
人
航

空
機
操
縦
士
の
技
能
証
明

を
有
し
て
い
る
こ
と
、
農

薬
や
肥
料
な
ど
危
険
物
輸

送
・
物
件
投
下
に
適
し
た

安
全
装
備
を
備
え
て
い
る

こ
と
、
機
体
総
重
量
25
㎏

未
満
で
目
視
内
・
日
中
・

人
と
の
距
離
30
ｍ
以
上
の

飛
行
で
あ
る
こ
と
が
前
提

と
な
る
。
そ
の
上
で
、
第

三
者
の
上
空
で
飛
行
さ
せ

な
い
、
飛
行
高
度
は
地

表
・
水
面
又
は
農
作
物
の

上
端
か
ら
4
ｍ
以
下
、
夜

間
飛
行
や
目
視
外
飛
行
時

は
自
動
操
縦
で
飛
行
さ
せ

る
、
な
ど
の
遵
守
が
求
め

ら
れ
る
。

た
だ
、
要
件
に
は
解
釈

に
注
意
が
必
要
な
も
の
も

あ
る
。
例
え
ば
、
飛
行
場

所
の
要
件
に
「
第
三
者
」

と
あ
る
が
、
作
業
の
発
注

者
は
第
三
者
で
は
な
く
、

操
縦
者
・
補
助
者
と
と
も

に
「
関
係
者
」
に
含
ま
れ

る
。
ま
た
、
総
重
量
25
㎏

以
上
の
機
体
で
夜
間
飛

行
、
目
視
外
飛
行
、
人
ま

た
は
物
件
と
の
距
離
が
30

ｍ
以
内
の
飛
行
を
行
う
場

合
は
承
認
が
必
要
と
な
る

が
、
総
重
量
に
は
散
布
装

置
や
積
載
物
も
含
ま
れ

る
。な

お
、
承
認
が
不
要
で

も
、
飛
行
計
画
の
通
報
、

飛
行
日
誌
や
整
備
記
録
の

管
理
、
事
故
報
告
は
引
き

続
き
必
要
と
な
る
。

高
齢
化
や
担
い
手
不
足

が
深
刻
化
す
る
中
、
今
回

の
改
正
は
利
便
性
を
高
め

る
が
、
散
布
中
の
事
故
は

増
加
傾
向
に
あ
る
。
使
用

者
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
安
全
へ
の
意
識
が
求
め

ら
れ
る
。

▽
散
布
面
積
は
22
年
度
か

ら
急
拡
大
／
事
故
は
農
薬

散
布
中
が
7
割

農
林
水
産
省
に
よ
る

と
、
2
0
2
4
年
度
の
農

業
用
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
農

薬
や
肥
料
の
散
布
面
積
は

前
年
か
ら
1
割
増
え
て
1

1
9
万
6
0
0
0
㌶
と
な

り
、
過
去
最
高
を
更
新
し

た
。
散
布
面
積
は
22
年
度

か
ら
急
速
に
拡
大
し
、
20

年
度
比
で
10
倍
に
ま
で
増

加
し
て
い
る
。
ド
ロ
ー
ン

散
布
に
適
し
た
登
録
農
薬

数
が
毎
年
右
肩
上
が
り
で

増
え
て
い
る
こ
と
に
加
え

て
、
対
象
品
目
の
増
加
が

急
拡
大
の
要
因
だ
。

一
方
、
散
布
面
積
の
拡

大
に
伴
い
事
故
も
増
え
て

い
る
。
国
土
交
通
省
に
よ

る
と
、
24
年
度
に
起
き
た

ド
ロ
ー
ン
事
故
は
89
件

で
、
こ
の
う
ち
農
薬
散
布

中
の
事
故
が
63
件
と
全
体

の
7
割
を
占
め
た
。
事
故

の
原
因
に
は
架
線
や
電

柱
、
道
路
標
識
へ
の
接
触

や
、
機
体
の
機
能
に
つ
い

て
の
事
前
確
認
不
足
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

政
府
は
、
中
東
ホ
ル
ム

ズ
海
峡
封
鎖
に
よ
る
原
油

高
を
受
け
、
備
蓄
石
油
の

放
出
に
踏
み
切
っ
た
。
昨

年
は
備
蓄
米
が
放
出
さ
れ

て
お
り
、
国
の
備
蓄
制
度

に
注
目
が
集
ま
る
機
会
が

続
い
て
い
る
。

多
く
の
物
資
を
輸
入
に

頼
る
日
本
は
、
あ
ら
ゆ
る

モ
ノ
の
供
給
が
世
界
情
勢

次
第
で
滞
る
リ
ス
ク
が
高

い
。
そ
の
た
め
、
国
は
備

蓄
制
度
を
定
め
、
国
と
企

業
な
ど
が
連
携
し
て
生
活

の
根
幹
を
担
う
資
源
や
食

糧
な
ど
を
一
定
量
備
蓄
し

て
い
る
。

先
日
放
出
さ
れ
た
石
油

の
備
蓄
は
、
1
9
7
3
年

の
第
1
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ

ク
が
き
っ
か
け
だ
。
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
買
い

占
め
な
ど
生
活
に
大
混
乱

が
起
き
た
こ
と
か
ら
、
政

府
は
75
年
に
石
油
備
蓄
法

を
制
定
し
て
石
油
精
製
企

業
に
民
間
備
蓄
を
義
務
付

け
、
78
年
に
は
国
家
備
蓄

も
始
め
た
。
国
家
備
蓄
は

輸
入
量
の
90
日
分
程
度

で
、
こ
の
中
に
は
産
油
国

の
原
油
を
日
本
国
内
で
貯

蔵
す
る
「
産
油
国
共
同
備

蓄
」
の
2
分
の
1
も
含
ま

れ
る
。
国
家
備
蓄
基
地
や

借
り
上
げ
た
民
間
の
タ
ン

ク
な
ど
20
カ
所
で
保
管
さ

れ
て
い
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
で
は

液
化
石
油
ガ
ス
も
備
蓄
対

象
で
、
国
家
備
蓄
が
輸
入

量
の
50
日
分
、
民
間
備
蓄

が
輸
入
量
の
40
日
分
だ
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
や
半
導
体

な
ど
に
使
わ
れ
る
希
少
資

源
の
レ
ア
メ
タ
ル
は
、
83

年
度
か
ら
備
蓄
制
度
を
開

始
し
た
。
経
済
安
全
保
障

上
の
理
由
か
ら
、
備
蓄
量

は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
し
て
農
業
。
ま
ず
は

昨
年
か
ら
話
題
の
米
。
93

年
に
冷
夏
に
よ
る
大
凶
作

で
生
産
量
が
前
年
か
ら
26

％
減
少
し
、
不
足
分
を
タ

イ
な
ど
か
ら
緊
急
輸
入
し

た
こ
と
か
ら
、
95
年
に
制

度
化
し
た
。
備
蓄
目
安
は

国
産
米
約
1
0
0
万
ト

ン
。
毎
年
20
万
ト
ン
程
度

を
買
い
入
れ
、
5
年
間
保

存
す
る
。
東
日
本
大
震
災

と
熊
本
地
震
で
放
出
さ
れ

た
。
現
在
の
備
蓄
量
は
昨

年
の
放
出
で
約
32
万
ト
ン

ま
で
減
少
し
て
い
る
。

多
く
を
輸
入
に
頼
る
小

麦
と
飼
料
用
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
も
備
蓄
対
象
だ
。
小
麦

は
約
90
万
ト
ン
、
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
は
約
1
0
0
万
ト

ン
。
国
が
企
業
の
保
管
経

費
の
一
部
を
助
成
す
る
。

塩
も
消
費
量
の
9
割
が

輸
入
の
た
め
、
2
万
ト
ン

を
備
蓄
し
て
い
る
。

医
療
関
係
で
は
「
タ
ミ

フ
ル
」
な
ど
複
数
の
抗
ウ

イ
ル
ス
薬
を
国
と
都
道
府

県
が
分
担
し
て
貯
蔵
。
流

通
し
て
い
る
薬
も
含
め
る

と
、
備
蓄
量
は
計
4
5
0

0
万
人
分
に
上
る
。ま
た
、

医
療
従
事
者
用
に
医
療
用

マ
ス
ク
、
フ
ェ
イ
ス
シ
ー

ル
ド
、
ゴ
ム
手
袋
な
ど
を

国
や
都
道
府
県
、
医
療
機

関
で
保
管
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
当

然
の
事
な
が
ら
欠
か
せ
な

い
も
の
ば
か
り
だ
が
、
気

に
な
る
の
は
や
は
り
石
油

だ
。
現
代
の
農
業
は
石
油

が
な
け
れ
ば
何
も
作
れ
な

い
。オ
イ
ル
を
始
め
、様
々

な
生
産
資
材
が
受
注
停
止

や
供
給
制
限
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
政
府
は
知
っ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。「
原
油

も
ナ
フ
サ
も
量
は
十
分
足

り
て
い
る
」
と
言
う
が
、

1
年
前
も
「
米
は
あ
る
」

と
言
っ
て
い
た
。

昨
年
は
米
バ
ブ
ル
に
沸

い
た
が
、
今
年
は
ど
ん
な

秋
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る

の
だ
ろ
う
。

国
土
交
通
省
航
空
局
は
航
空
法
施
行
規
則
を
改
正
し
、
ド
ロ
ー
ン
な
ど
無
人
航

空
機
を
用
い
た
農
薬
や
肥
料
の
空
中
散
布
に
つ
い
て
、
一
定
要
件
を
満
た
せ
ば
航

空
法
に
基
づ
く
飛
行
の
承
認
を
不
要
と
す
る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
、
散
布
面
積
の

急
拡
大
に
伴
い
事
故
も
増
え
て
お
り
、
使
用
者
に
は
安
全
意
識
の
向
上
が
求
め
ら

れ
る
。 散

布
中
の
事
故
は
増
加
傾
向
国
交
省

国
の
備
蓄
制
度

2
0
2
5
年
度
の
1
人

1
カ
月
当
た
り
の
精
米
消

費
量
が
、
前
年
度
比
6
・

1
％
減
の
4
4
3
5
ｇ
だ

っ
た
と
米
穀
機
構
が
発
表

し
た
。
全
て
の
月
で
前
年

同
月
を
割
り
込
み
、
18
年

以
来
7
年
ぶ
り
の
低
水
準

と
な
っ
た
。
ま
た
、
前
年

度
か
ら
の
減
り
幅
は
13
年

の
9
・
0
％
に
次
い
で
大

き
か
っ
た
。

内
訳
を
み
る
と
、
消
費

全
体
の
66
％
を
占
め
る

「
家
庭
内
消
費
」
が
前
年

比
8
・
2
％
減
の
2
9
2

9
ｇ
、「
中
・
外
食
消
費
」

が
同
1
・
8
％
減
の
1
5

0
6
ｇ
だ
っ
た
。
た
だ
、

中
・
外
食
は
26
年
1
月
以

降
、
3
カ
月
連
続
で
前
年

同
期
を
上
回
り
、
特
に
3

月
は
前
年
同
期
か
ら
9
・

5
％
増
加
し
た
。

政
府
は
4
月
29
日
、
2

0
2
6
年
春
の
叙
勲
及
び

褒
章
受
章
者
を
発
表
し

た
。
農
業
機
械
販
売
業
か

ら
は
業
務
精
励
で
、
兵
庫

県
た
つ
の
市
に
あ
る
株
式

会
社
進
藤
農
機
店
の
陸
井

義
夫
氏
（
同
社
代
表
取
締

役
・
兵
庫
商
組
）
が
黄
綬

褒
章
を
受
章
し
た
。

皆
様
と
と
も
に
心
よ
り

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

２５
年
度
米
消
費
７
年
ぶ
り
低
水
準

年
間
通
じ
て
前
年
割
れ
米
穀
機
構

２
０
２
６
年
３
月
に
発
生
し
た

農
作
業
死
傷
事
故
は
２５
件
《
農
水
省
》

3
月
は
12
件
の
死
亡
事

故
を
含
む
25
件
の
死
傷
事

故
が
報
告
さ
れ
た
。
こ
の

う
ち
農
作
業
機
械
に
係
る

事
故
は
17
件
で
、
乗
用
型

ト
ラ
ク
タ
に
よ
る
事
故
が

約
半
分
の
8
件
あ
っ
た
。

乗
用
型
ト
ラ
ク
タ
は
利
用

機
会
が
多
い
た
め
、
1
年

を
通
じ
て
事
故
が
発
生
し

て
い
る
。
過
去
5
年
間
の

農
業
機
械
作
業
に
係
る
死

亡
事
故
を
み
る
と
、
約
4

割
が
乗
用
型
ト
ラ
ク
タ
に

因
る
も
の
だ
。
特
に
「
転

落
・
転
倒
」
に
よ
る
事
故

が
多
い
。
安
全
キ
ャ
ブ
や

フ
レ
ー
ム
付
の
ト
ラ
ク
タ

を
使
用
し
、
作
業
前
に
道

路
や
圃
場
な
ど
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

▽
6
月
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

刈
払
機
の
事
故
は
春
か

ら
夏
に
多
く
報
告
さ
れ
て

い
る
。
刈
払
機
で
の
典
型

的
な
事
故
は
4
つ
。

①
傾
斜
面
を
誤
っ
て
滑
っ

て
、
水
路
等
に
落
下
も
し

く
は
刈
刃
で
自
分
を
傷
つ

け
る

②
キ
ッ
ク
バ
ッ
ク
や
小
石

を
飛
散
さ
せ
て
、
自
分
や

周
囲
の
人
を
傷
つ
け
る

③
草
や
ゴ
ミ
の
詰
ま
り
を

除
去
し
た
直
後
に
、
回
転

を
始
め
た
刈
刃
で
手
指
を

傷
つ
け
る

④
周
囲
の
作
業
者
に
気
づ

か
ず
、
振
り
向
き
ざ
ま
に

刈
刃
で
周
囲
の
人
を
傷
つ

け
る熱

中
症
に
も
気
を
付
け

つ
つ
、
作
業
に
適
し
た
靴

や
防
護
具
を
装
備
す
る
と

と
も
に
、
正
し
い
作
業
手

順
や
作
業
時
の
ル
ー
ル
を

事
前
に
確
認
し
、
今
年
の

夏
は「
草
刈
り
事
故
ゼ
ロ
」

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

◆
新
理
事
長
の
ご
紹
介

▽
秋
田
県
農
業
機
械
商
業

協
同
組
合

中
安
則
光
氏

（
中
安
農
機
店
）

◆
行
事
予
定

▽
5
月
28
日
（
木
）

千
葉
商
組
通
常
総
会

▽
6
月
2
日
（
火
）

長
野
商
組
通
常
総
会

山
形
商
組
通
常
総
会

▽
6
月
9
日
（
火
）

鹿
児
島
商
組
通
常
総
会

▽
6
月
10
日
（
水
）

・
岩
手
商
組
通
常
総
会

・
岩
手
県
農
業
機
械
協
会

創
立
90
周
年
記
念
式
典

及
び
祝
賀
会

・
新
潟
商
組
通
常
総
会

▽
6
月
17
日
（
水
）

北
海
道
東
北
ブ
ロ
ッ
ク

会
議
（
秋
田
市
）

▽
6
月
25
日
（
木
）

岐
阜
商
組
資
材
展
示
会
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2
0
2
3
年
10
月
に
ス

タ
ー
ト
し
た
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
（
適
格
請
求
書
等
保

存
方
式
）
に
は
、
小
規
模

事
業
者
へ
の
激
変
緩
和
措

置
と
し
て
2
割
特
例
や
8

割
控
除
な
ど
の
経
過
措
置

が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、

10
月
1
日
か
ら
こ
の
経
過

措
置
が
変
更
さ
れ
る
。
26

年
度
税
制
改
正
大
綱
で

は
、
新
た
な
経
過
措
置
と

し
て
「
3
割
特
例
」
と
買

い
手
側
の
控
除
割
合
引
き

下
げ
が
行
わ
れ
た
。

▽「
2
割
特
例
」は
終
了
・

個
人
事
業
主
限
定
で
「
3

割
特
例
」
に

現
行
制
度
に
は
、
26
年

9
月
30
日
ま
で
に
開
始
す

る
課
税
期
間
を
対
象
に
、

免
税
事
業
者
が
イ
ン
ボ
イ

ス
発
行
事
業
者
へ
転
換
し

た
場
合
に
消
費
税
の
納
税

額
を
売
上
に
係
る
消
費
税

額
の
2
割
と
し
て
計
算
す

る
こ
と
が
で
き
る
、
い
わ

ゆ
る
「
2
割
特
例
」
が
設

け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

が
、
10
月
1
日
以
降
に
開

始
す
る
課
税
期
間
か
ら
は

新
た
な
緩
和
措
置
と
し
て

「
3
割
特
例
」
に
変
更
さ

れ
る
。
そ
の
た
め
、
消
費

税
の
納
付
額
は
売
上
に
係

る
消
費
税
額
の
3
割
と
な

る
。た

だ
、
こ
れ
ま
で
と
異

な
り
、
3
割
特
例
の
対
象

は
個
人
事
業
者
の
み
。
法

人
は
適
用
対
象
外
と
な
る

た
め
、
2
割
特
例
の
適
用

終
了
後
は
、
原
則
課
税
ま

た
は
簡
易
課
税
と
い
っ

た
、
通
常
の
課
税
方
式
へ

移
行
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
「
3
割
特

例
」
の
適
用
期
間
は
27
年

分
と
28
年
分
の
2
年
間
の

み
。
29
年
分
か
ら
は
、
確

定
申
告
期
限
ま
で
に
簡
易

課
税
選
択
届
出
書
を
提
出

す
れ
ば
、
簡
易
課
税
制
度

を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
な
お
、
3
割
特
例
の

適
用
は
確
定
申
告
書
へ
そ

の
旨
を
付
記
す
る
の
み

で
、
別
途
事
前
届
出
を
提

出
す
る
必
要
は
な
い
。

▽
免
税
事
業
者
か
ら
の
仕

入
れ
に
係
る
「
控
除
割

合
」
は
段
階
的
に
縮
小

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
で
は

買
い
手
側
に
も
経
過
措
置

が
講
じ
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
ち
ら
も
10
月
1
日
か
ら

変
更
と
な
る
。
免
税
事
業

者
か
ら
の
仕
入
れ
に
係
る

「
仕
入
税
額
控
除
」は
、
現

状
一
律
80
％（
8
割
控
除
）

だ
が
、
26
年
税
制
改
正
大

綱
で
は
新
た
な
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
が
示
さ
れ
、
26
年
10

月
1
日
か
ら
「
70
％
・
50

％
・
30
％
」
と
段
階
的
に

引
き
下
げ
ら
れ
る
。
当
初

は
今
年
10
月
か
ら
50
％
へ

引
き
下
げ
る
予
定
だ
っ
た

が
、
よ
り
緩
や
か
に
進
め

ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

26
年
10
月
か
ら
の
2
年
間

は
控
除
率
70
％
、
28
年
10

月
か
ら
の
2
年
間
は
同
50

％
、
30
年
10
月
か
ら
の
1

年
間
は
同
30
％
と
な
り
、

31
年
10
月
以
降
は
控
除
不

可
と
な
る
。

こ
の
他
、
現
行
制
度
で

は
免
税
事
業
者
か
ら
の
仕

入
に
係
る
税
額
控
除
措
置

の
適
用
は
年
間
仕
入
額
10

億
円
ま
で
だ
っ
た
が
、
改

正
後
は
年
間
1
億
円
と
大

幅
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
。

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
の

調
査
に
よ
る
と
、
2
0
2

5
年
度
に
発
生
し
た
「
米

屋
」
の
休
廃
業
・
解
散
件

数
は
75
件
で
3
年
ぶ
り
に

減
少
し
た
。
コ
メ
価
格
の

高
止
ま
り
で
在
庫
米
に
予

期
し
な
い
「
利
益
」
が
発

生
し
、
多
く
の
米
屋
が
黒

字
経
営
と
な
っ
た
こ
と
も

影
響
し
た
と
み
ら
れ
る
。

25
年
度
の
米
屋
の
損
益

状
況
（
純
損
益
ベ
ー
ス
）

は
、
4
月
時
点
で
8
割
近

く
が
前
年
度
か
ら
「
増

益
」
と
な
っ
た
。
増
益
企

業
数
は
過
去
20
年
間
で
最

大
と
な
っ
た
ほ
か
、「
赤

字
」
は
初
め
て
1
割
を
下

回
り
最
小
と
な
っ
た
。
ま

た
、
25
年
度
の
営
業
利
益

率
（
上
下
計
10
％
の
刈
り

込
み
平
均
値
）
は
約
2
4

0
社
の
平
均
で
約
5
・
0

％
。
前
年
度
の
1
・
8
％

か
ら
大
幅
に
改
善
し
、
一

般
に
標
準
的
と
い
わ
れ
る

水
準
ま
で
「
稼
ぐ
力
」
が

回
復
し
た
。
た
だ
、
こ
う

し
た
好
業
績
は
一
時
的
な

利
益
が
押
し
上
げ
た
影
響

に
過
ぎ
ず
、
経
営
努
力
に

よ
る
本
質
的
な
競
争
力
改

善
で
は
な
い
。

レ
ポ
ー
ト
で
は
、
米
価

高
騰
に
よ
る
家
庭
用
の
販

売
減
と
、
在
庫
過
多
に
よ

る
需
給
の
大
き
な
緩
み
か

ら
、「
高
値
で
買
い
集
め

た
在
庫
が
ダ
ブ
つ
き
始
め

て
い
る
米
屋
も
散
見
さ

れ
、
コ
メ
流
通
の
現
場
で

は
市
場
価
格
の
正
常
化
で

値
下
げ
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
『
逆
ザ
ヤ
』
リ
ス
ク
が

深
刻
化
し
て
い
る
。
廃
業

を
踏
み
と
ど
め
た
空
前
の

価
格
高
騰
が
終
焉
を
迎
え

る
中
で
、
26
年
度
に
お
け

る
米
屋
の
廃
業
は
再
び
増

加
す
る
懸
念
が
高
ま
っ
て

い
る
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
し

て
い
る
。

▼
２
割
特
例
は
個
人
事
業
者
の
み
３
割
特
例
に

▼

免
税
事
業
者
か
ら
の
仕
入
税
額
控
除
は

８
割
か
ら
７
割
に

25
年
度
米
屋
の
廃
業
３
年
ぶ
り
に
減
少

８
割
が
増
益
も
今
後
は
逆
ザ
ヤ
の
恐
れ

10月１日から
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今
回
の
改
正
は
、
同
一

労
働
同
一
賃
金
の
施
行
か

ら
5
年
が
経
過
し
、
そ
の

履
行
状
況
や
待
遇
関
連
の

裁
判
結
果
な
ど
を
踏
ま
え

て
行
わ
れ
た
。
不
合
理
な

待
遇
差
と
合
理
的
な
待
遇

差
に
つ
い
て
、
原
則
と
な

る
考
え
方
と
具
体
例
が
示

さ
れ
て
い
る
。

▽
6
つ
の
手
当
を
新
規
追

加
・
支
給
す
べ
き
場
合
を

明
示改

正
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

は
、
退
職
手
当
・
家
族
手

当
・
住
宅
手
当
・
無
事
故

手
当
・
夏
季
冬
季
休
暇
・

褒
賞
が
新
た
に
追
加
さ
れ

た
。
業
務
内
容
や
責
任
範

囲
が
正
社
員
と
同
じ
で
あ

れ
ば
、
こ
れ
ら
手
当
を
非

正
規
社
員
に
も
正
社
員
と

同
一
に
支
給
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
が
明
記
さ

れ
て
い
る
。
支
給
対
象
者

が
正
社
員
の
み
の
場
合
、

「
正
社
員
だ
か
ら
」
と
い

う
理
由
だ
け
で
は
不
合
理

と
な
る
可
能
性
が
高
い
。

ま
た
、
不
合
理
と
認
め

ら
れ
る
待
遇
差
を
改
善
す

る
手
段
と
し
て
、
正
社
員

の
手
当
や
賃
金
を
削
減
す

る
の
は
望
ま
し
く
な
い
と

の
文
言
を
新
た
に
明
記
。

同
一
労
働
同
一
賃
金
は
非

正
規
社
員
の
待
遇
改
善
を

目
指
す
こ
と
が
趣
旨
で
あ

る
点
が
強
調
さ
れ
た
。

▽
定
年
後
の
継
続
有
期
雇

用
労
働
者
と
正
社
員
と
の

待
遇
差
に
つ
い
て

正
社
員
と
の
待
遇
差
の

合
理
性
は
、
事
案
ご
と
の

待
遇
の
性
質
や
目
的
に
照

ら
し
て
判
断
さ
れ
る
た

め
、
定
年
後
の
継
続
有
期

雇
用
労
働
者
で
あ
る
こ
と

だ
け
を
も
っ
て
、
合
理
的

な
待
遇
差
で
あ
る
と
は
認

め
ら
れ
な
い
と
し
て
い

る
。
従
っ
て
、
賞
与
や
各

種
手
当
を
支
給
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
可
能
性
が
あ

る
。

▽
雇
入
れ
時
の
説
明
義
務

雇
入
れ
時
に
非
正
規
社

員
へ
明
示
す
る
事
項
に
、

「
正
社
員
と
の
待
遇
の
相

違
な
ど
に
関
す
る
説
明
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
」

旨
を
盛
り
込
む
こ
と
が
義

務
化
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、

企
業
側
に
は
、
非
正
規
社

員
に
対
し
て
雇
入
れ
時
に

「
正
社
員
と
の
待
遇
の
違

い
に
つ
い
て
説
明
を
求
め

る
権
利
が
あ
る
こ
と
」
を

伝
え
る
義
務
が
生
じ
る
。

▽
非
正
規
社
員
の
割
合
は

4
割
弱
で
推
移
／
平
均
賃

金
は
正
社
員
の
7
割
未
満

総
務
省
の
労
働
力
調
査

に
よ
る
と
、
近
年
、
非
正

規
社
員
の
割
合
は
雇
用
者

全
体
の
4
割
弱
で
推
移
。

25
年
の
非
正
規
社
員
数
は

2
1
2
8
万
人
で
全
体
の

36
・
5
％
を
占
め
た
。

こ
こ
数
年
は
最
低
賃
金

の
大
幅
増
が
続
き
、
正
社

員
と
非
正
規
社
員
の
待
遇

格
差
は
縮
小
し
て
い
る

が
、
各
種
手
当
や
賞
与
の

有
無
に
加
え
て
年
収
の
壁

問
題
も
あ
り
、
格
差
は
依

然
と
し
て
大
き
い
。
厚
生

労
働
省
の
調
査
に
よ
る

と
、
25
年
の
非
正
規
社
員

の
平
均
賃
金
は
正
社
員
の

67
・
4
％
だ
っ
た
。

厚
生
労
働
省
は
4
月
28
日
、
非
正
規
社
員
の
待
遇
改
善
を
進
め
る
た

め
、「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
改
正
し
た
。
各
種

手
当
や
賞
与
に
つ
い
て
支
給
す
べ
き
場
合
を
具
体
的
に
明
記
し
、
雇
用

側
に
は
、
非
正
規
社
員
に
対
し
て
正
社
員
と
の
待
遇
差
に
関
す
る
説
明

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
明
示
す
る
こ
と
を
義
務
化
し
た
。
施
行

日
は
今
年
の
10
月
1
日
を
予
定
し
て
い
る
。

同一労働同一賃金ガイドライン改正
▼
業
務
内
容
・
責
任
範
囲
が
同
じ

▼
な
ら
正
社
員
同
等
の
手
当
支
給
を

▼
非
正
規
社
員
に
は
「
待
遇
差
に
関

▼
す
る
説
明
を
求
め
る
権
利
」
が

厚 労 省

（８）令和 8年 5月 1 5 日（金曜日）全 農 機 商 報（第三種郵便物認可）第 7 5 8 号




